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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月4日(2021.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多相巻線への通電に係る一群の構成要素の単位を系統と定義すると、二系統の多相巻線
（８０１、８０２）を有する多相回転機（８０）の駆動を制御する制御装置であって、
　前記二系統の多相巻線に個別に通電可能な二系統の電力変換器（６０１、６０２）と、
　互いに独立して設けられ、電流検出器（７０１、７０２）により検出された多相巻線に
流れる電流に基づき、前記電力変換器から多相巻線に流す電流を制御する演算を行う二系
統の演算装置（４０１、４０２）と、
　を備え、
　各系統の前記演算装置は、
　少なくとも一種類の情報を、系統間通信により少なくとも一方向に通信し、
　自系統の多相巻線に流れる電流について、前記系統間通信の通信周期よりも短い周期で
電流制御演算を行い、且つ、他系統の多相巻線に流れる電流により自系統の多相巻線に発
生する電圧を非干渉化するための制御量である非干渉化制御量を、自系統又は他系統の電
流指令値に基づいて演算された推定電流を用いて算出する多相回転機の制御装置。
【請求項２】
　前記推定電流は、自系統又は他系統の電流指令値に基づいて、電流制御器及び回転機モ
デルにより演算される請求項１に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項３】
　各系統の前記演算装置は、自系統又は他系統の電流指令値と、自系統又は他系統の多相
巻線に流れる実電流とに基づいて、前記推定電流を演算する請求項１または２に記載の多
相回転機の制御装置。
【請求項４】
　少なくとも一方の系統の前記演算装置は、入力される信号に基づいて電流指令値を演算
し、当該電流指令値を他系統の前記演算装置へ送信する請求項１～３のいずれか一項に記
載の多相回転機の制御装置。
【請求項５】
　各系統の前記演算装置は、少なくとも各系統の異常情報を前記系統間通信により双方向
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に通信し、
　自系統が正常であることを前提として、
　他系統の正常時且つ通信正常時、自系統の前記演算装置が演算した電流指令値、又は、
他系統の前記演算装置が演算し前記系統間通信により取得した電流指令値のうち少なくと
も一方に基づいて前記推定電流を演算し、
　他系統の異常時又は通信異常時、自系統の前記演算装置が演算した電流指令値に基づい
て前記推定電流を演算する請求項１～４のいずれか一項に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項６】
　各系統の前記演算装置は、自系統の多相巻線に流れる実電流に基づいて前記推定電流を
補正する請求項１～５のいずれか一項に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項７】
　各系統の前記演算装置は、他系統の多相巻線に流れる実電流に基づいて前記推定電流を
補正する請求項１～４のいずれか一項に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項８】
　各系統の前記演算装置は、各系統の多相巻線に流れる実電流、及び、各系統の異常情報
を前記系統間通信により双方向に通信し、
　自系統が正常であることを前提として、
　他系統の正常時且つ通信正常時、他系統の実電流に基づいて前記推定電流を補正し、
　他系統の異常時又は通信異常時、自系統の実電流に基づいて前記推定電流を補正する請
求項１～５のいずれか一項に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項９】
　車両に搭載される多相回転機の制御装置であって、
　前記系統間通信は、車両ネットワークを経由して行われる請求項４、５または８のいず
れか一項に記載の多相回転機の制御装置。
【請求項１０】
　前記系統間通信は、当該制御装置の内部で行われる請求項４、５または８のいずれか一
項に記載の多相回転機の制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　カバー面２３８には、マイコン４０１、４０２、コンデンサ２８１、２８２、及び、イ
ンダクタ２７１、２７２等が実装されている。特に、第１マイコン４０１及び第２マイコ
ン４０２は、同一の基板２３０の同一側の面であるカバー面２３８に、所定間隔を空けて
配置されている。コンデンサ２８１、２８２は、電源から入力された電力を平滑化し、ま
た、スイッチング素子２４１、２４２のスイッチング動作等に起因するノイズの流出を防
止する。インダクタ２７１、２７２は、コンデンサ２８１、２８２と共にフィルタ回路を
構成する。
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